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「因果関係」を表す接続詞には、car, comme, parce que, puisque があるが、本発表で

は、とりわけ、話し言葉に現れる parce que の問題について car と比較しつつ考える。 

Parce queについては、これまで実に様々な先行研究が存在する。伝統的な研究では、

既に、様々な統語的テストを用いて、主節に統語的に支配を受ける「従属接続詞」の

parce que と、主節から統語的な支配を受けない「談話的コネクター」としての parce que 

の２種類を分類している。 

また、最近の研究では、主節と parce que 節の結びつきがなす個々の発話が持つ意

味的な特徴を認知言語学的な観点から分析した研究が多く見られる。parce que の多義

性を、客観的な意味から（間）主観的な意味に至るまでしだいに用法を広げてきた結果

だと考え、「因果関係」の派生的な意味の広がりという点から説明している点で、これ

らの研究はー理論的な基盤の差はあるにせよーある程度一致した見解に辿り着いてい

るように思われる。 

一方、話し言葉、とりわけインフォーマルな会話に現れる parce que を見るならば、

文法書に現れるような「Q節＋parce que＋P節」といった節と節が結びついた形式だけ

ではなく、他の様々な形式で表れることが観察される。例えば、先行する要素が節の形

をとっていなかったり、さらには、先行する要素が全く言語化されていなかったりする

場合がある。また、 parce que に後続する要素についても、節の形をとらず、独立した

発話の形を取っている例があったり、後続する節すら存在しなかったりする場合がある。

先行する要素、そして後続する要素が持つ韻律的特徴、また両者の間におかれるポーズ

なども考慮するなら、形式面でも、非常にバラエティに富んだ結びつきを構成している

ことが分かる。こうした例については、最近、Débaisieux (2013) や飯田（2013）などで、

一般的な「非従属節化（Insubordination）」の現象の一つとして扱われ始めたものの、ま

だ、あまり研究が進められていないのが現状である。こうした parce que は、「因果関

係」の表現形式であるに留まらず、談話の中で何らかの特有な発話機能を果たしている

可能性がある。本研究では、こうした例を具体的に挙げつつ、parce que が談話文法の

中で果たす役割について掘り下げて考えてみたい。 

コーパス言語学のアプローチには、コーパス基盤型（corpus-based）とコーパス駆

動型(corpus -driven) の方法がある。今回は、コーパス駆動型の方法によって調査をする



ことで、フランス語の中にも、ある固有のレジスターにおいては、従属節の非従属節化

（インフォーマルな話し言葉の parce que）、及び等位節の従属節化（知識人階級の話し

言葉、書き言葉に観察される car の従属的用法）の例が存在することを観察する。その

意味で、本研究は、コーパス駆動型による文法記述のケーススタディとして位置づける

ことが出来る。また、これまで規範文法では自明の理とされていた等位節と従属節の区

別が、固有の慣用の中では、非常にあいまいなものになりえるということを示しながら、

「文｣や「節｣という言語単位の定義に関わるテーマについても改めて考え直してみたい

と思う。 
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